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晩年の高力一家 

◆
東
京
工
業
学
校
時
代
◆ 

◆
海
外
留
学
と
工
業
学
校
教
授
◆ 

◆
東
京
工
業
学
校
の
辞
任 

京
都
へ
◆ 

◆
晩
年
の
高
力
◆ 

と
も
あ
れ
、
高
力
は
９
月
に
東
京
工
業
学

校
で
染
織
工
手
に
採
用
さ
れ
、
教
育
界
に
転

じ
、
織
物
技
術
の
教
育
に
あ
た
る
こ
と
に
な

る
。
後
に
斯
界
の
大
家
と
ま
で
称
さ
れ
る
高

力
直
寛
の
再
出
発
で
あ
っ
た
。 

教
育
界
に
身
を
転
じ
た
高
力
の
そ
の
後
の

活
躍
は
目
覚
ま
し
い
。 

織
物
産
地
の
桐
生
や
京
都
へ
の
出
張
、
実

情
調
査
を
行
い
な
が
ら
明
治
26
年
９
月
に
は

助
教
授
に
就
任
、
そ
の
後
も
横
浜
、
福
島
、

山
形
な
ど
へ
出
張
、
現
地
調
査
を
行
っ
て
い

る
が
、
こ
う
い
っ
た
実
績
が
認
め
ら
れ
た
の

か
、
明
治
27
年
12
月
金
沢
出
張
の
特
命
が
下

る
。
こ
れ
は
石
川
県
金
沢
工
業
高
校
を
ど
う

強
化
す
る
か
で
地
元
が
紛
糾
、
そ
の
解
決
の

た
め
に
文
部
省
よ
り
派
遣
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
高
力
は
こ
の
務
め
を
無
事
果
た
す
と
、

教
育
界
で
の
地
歩
を
固
め
29
年
２
月
東
京
高

等
学
校
染
織
工
科
機
織
工
場
長
就
任
、
31
年

に
は
欧
州
へ
の
３
ヵ
年
留
学
が
決
ま
る
。 

『
桐
生
市
史
』
な
ど
で
は
、
こ
れ
を
明
治

29
年
と
し
て
い
る
が
、
30
年
10
月
初
旬
に
高

力
の
海
外
留
学
送
別
会
が
連
続
し
て
開
催
さ

れ
て
お
り
、
欧
州
へ
の
出
発
は
10
月
21
日
で

あ
っ
た
。
こ
の
留
学
に
あ
た
り
、
高
力
は
家

族
を
郷
土
の
屋
代
氏
の
も
と
に
預
け
て
い
る
。

妻
ブ
ン
に
と
っ
て
は
久
し
ぶ
り
の
松
山
生
活

で
あ
る
と
と
も
に
、
子
供
達
に
と
っ
て
は
初

め
て
の
父
の
故
郷
松
山
で
の
生
活
で
あ
っ
た
。

仙
台
ま
で
汽
車
を
利
用
し
、
人
力
車
で
峠
を

越
え
、
舟
で
川
を
下
っ
て
山
形
に
入
り
そ
れ

か
ら
松
山
へ
の
行
程
は
、
子
供
達
に
は
初
め

て
の
「
旅
行
」
で
あ
っ
た
。 

  

欧
州
で
の
高
力
は
、
最
初
の
半
年
は
フ
ラ

ン
ス
語
の
習
得
か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
ト
ー
ル
コ
ア
ン
市
の
工
業
学
校

で
織
物
研
究
に
従
事
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
明
治
31
年
の
９
月
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

後
フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
の
学
校
や
工
場
に

入
り
紡
績
や
仕
上
の
研
修
・
修
業
を
受
け
て

い
る
。
ま
た
こ
の
間
私
費
で
各
地
を
回
り
技

術
習
得
に
も
努
め
て
い
る
。 

帰
国
直
前
の
明
治
34
年
５
月
10
日
、
東
京

工
業
学
校
は
東
京
高
等
工
業
学
校
と
改
称
し

て
い
る
。 

５
月
30
日
高
力
は
無
事
留
学
を
終
え
帰
国

す
る
が
、
帰
国
に
先
立
ち
ブ
ン
は
母
と
子
供

達
を
連
れ
松
山
を
出
発
、
家
族
を
桐
生
の
森

山
家
に
預
け
、
貸
家
探
し
を
行
い
、
本
郷
駒

込
に
新
築
貸
家
を
賃
貸
契
約
し
、
一
家
揃
っ

て
高
力
を
迎
え
た
。 

帰
国
後
の
高
力
は
、
講
義
で
フ
ラ
ン
ス
語

の
ノ
ー
ト
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
、
当
時

生
徒
の
一
人
で
あ
り
後
に
山
形
大
学
学
長
を

務
め
る
森
平
三
郎
の
証
言
に
あ
る
。
お
そ
ら

く
留
学
時
に
書
き
留
め
た
ノ
ー
ト
で
あ
ろ
う
。 

明
治
34
年
８
月
14
日
に
高
力
は
東
京
高
等

工
業
学
校
教
授
に
昇
格
、
合
わ
せ
て
10
月
21

日
に
は
染
織
科
機
織
分
科
長
と
な
り
、
名
実

と
も
に
こ
の
分
野
で
の
第
一
人
者
と
な
る
。

35
年
９
月
に
は
福
井
市
で
開
催
さ
れ
た
第

７
回
北
陸
地
区
実
業
大
会
に
は
来
賓
と
し
て

出
席
し
、
講
話
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
久

し
ぶ
り
に
関
係
者
と
旧
交
を
温
め
た
。
す
で

に
高
力
の
名
前
は
各
地
で
知
ら
れ
て
お
り
、

石
川
県
の
要
請
で
金
沢
に
も
足
を
伸
ば
し
、

短
時
間
の
講
話
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。 

明
治
36
年
２
月
17
日
に
は
第
５
回
内
国
勧

業
博
覧
会
審
査
官
を
拝
命
す
る
。
こ
れ
が
そ

の
後
の
全
国
各
地
の
博
覧
会
、
共
進
会
、
品

評
会
の
審
査
員
の
は
し
り
で
あ
っ
た
。
37
年
11

月
に
は
大
日
本
織
物
協
会
臨
時
総
会
で
理
事

に
、
翌
年
に
は
技
術
委
員
長
に
就
任
し
て
い

る
。
高
力
は
次
々
と
審
査
員
を
つ
と
め
な
が

ら
各
地
の
機
業
家
と
の
交
流
を
深
め
て
い
っ

た
。
ま
た
農
商
務
省
な
ど
の
依
頼
で
織
物
関

係
の
調
査
業
務
な
ど
に
も
従
事
し
て
い
る
。 

  

し
か
し
、
明
治
43
年
５
月
東
京
高
等
工
業

学
校
教
授
を
突
然
退
官
す
る
。
唐
突
な
感
じ

も
す
る
が
、
背
景
に
は
工
業
学
校
の
大
学
へ

の
昇
格
運
動
が
あ
っ
た
。
実
業
教
育
を
行
う

こ
と
が
困
難
な
事
態
が
予
想
さ
れ
た
か
ら
で

あ
る
。
手
嶋
校
長
も
大
学
へ
の
昇
格
は
、
職

工
学
校
以
来
の
建
学
精
神
に
反
す
る
も
の
と

し
て
批
判
的
立
場
を
と
っ
て
い
た
が
、
関
係

者
の
昇
格
へ
の
期
待
は
年
々
大
き
く
な
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。 

文
部
省
は
高
力
の
辞
表
受
理
直
後
に
群
馬

県
立
織
物
学
校
教
授
嘱
託
、
校
長
事
務
取
扱

を
命
じ
て
お
り
、
相
互
に
了
解
済
の
人
事
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
桐
生
で
は
早
速
高
力

の
校
長
就
任
に
つ
い
て
歓
迎
会
が
桐
生
館

（
カ
ネ
キ
旅
館
）
で
行
わ
れ
て
い
る
。
12
月

12
日
正
式
に
校
長
と
な
っ
た
高
力
は
桐
生

に
赴
任
し
た
。 

桐
生
で
は
織
物
学
校
の
校
長
と
し
て
、
機

業
家
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
と
と
も
に
、
県

立
織
物
学
校
を
廃
し
第
八
高
等
工
業
学
校
の

創
設
に
向
け
て
の
創
立
委
員
も
務
め
て
い
る
。 

大
正
２
年
３
月
群
馬
県
立
織
物
学
校
廃
校

に
よ
り
校
長
を
辞
任
。
東
京
に
戻
り
、
そ
の

後
は
農
商
務
省
よ
り
東
京
大
正
博
覧
会
審
査

官
に
任
命
さ
れ
た
り
と
、
多
忙
な
日
々
を
送

っ
て
い
た
が
、
そ
の
頃
京
都
で
は
染
織
学
校

の
再
編
強
化
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
に
対
応
で
き
る
指
導
者
が
求
め
ら
れ

て
い
た
。 

そ
の
京
都
が
あ
ら
た
な
指
導
者
と
し
て
選

ん
だ
の
が
高
力
直
寛
で
あ
っ
た
。
大
正
６
年

５
月
21
日
、
京
都
市
染
織
学
校
校
長
に
就
任

す
る
と
と
も
に
、
６
月
５
日
に
は
京
都
市
染

織
試
験
場
の
初
代
場
長
に
も
就
任
し
、
熱
い

期
待
を
浴
び
て
京
都
入
り
し
た
。
高
力
の
発

言
は
京
都
で
は
か
な
り
の
重
み
が
あ
り
、
染

織
学
校
改
編
は
京
都
市
立
工
業
学
校
と
し
て

決
着
し
、
志
望
者
も
増
加
、
学
校
の
基
盤

を
固
め
た
。
ま
た
高
力
は
試
験
場
の
技
術
指

導
を
通
し
て
西
陣
機
業
の
強
化
に
も
努
め
て

い
る
。 

  

大
正
10
年
10
月
、
高
力
は
福
井
県
絹
織
物

同
業
組
合
の
35
周
年
記
念
式
典
に
来
賓
兼
羽

二
重
功
労
者
と
し
て
出
席
し
、
組
合
か
ら
表

彰
を
受
け
て
い
る
。
賞
状
に
は
、「
明
治
二

十
年
輪
出
羽
二
重
創
始
ノ
講
師
ト
シ
テ
来
県

セ
ラ
レ
市
内
毛
矢
町
織
工
会
社
内
ニ
於
テ
三

週
間
従
業
者
ニ
対
シ
熟
達
セ
ル
技
術
ノ
伝
習

ヲ
為
ス
コ
ト
頗
フ
ル
懇
切
ヲ
極
ム
其
ノ
効
果

空
シ
カ
ラ
ズ
本
県
斯
業
開
発
ノ
基
礎
全
ク
成

リ
シ
ハ
実
ニ
氏
ノ
奮
勉
努
力
与
リ
テ
力
有
ト

ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

大
正
13
年
３
月
に
京
都
市
染
織
学
校
校
長

を
、
５
月
に
は
京
都
市
染
織
試
験
場
場
長
も

退
任
し
一
切
の
公
職
か
ら
引
退
、
上
賀
茂
に

自
宅
を
新
築
し
、
園
芸
な
ど
趣
味
の
生
活
を

送
り
な
が
ら
京
都
織
物
柴
野
工
場
顧
問
に
就

任
、
市
の
自
治
団
体
各
種
世
話
役
な
ど
も
務

め
た
。 

昭
和
11
年
の
初
夏
、
高
力
は
顧
問
先
京
都

織
物
の
工
場
内
で
激
痛
の
あ
ま
り
倒
れ
た
。

暫
く
自
宅
療
養
し
た
後
の
８
月
15
日
市
立
病

院
に
入
院
、
胃
の
手
術
を
受
け
る
。
一
旦
退

院
す
る
も
、
翌
年
再
発
し
、
６
月
11
日
死
没

し
た
。
享
年
73
歳
、
胃
癌
で
あ
っ
た
。
葬
儀

は
６
月
13
日
午
後
２
時
よ
り
知
恩
院
先
求
院

で
京
都
織
物
の
準
社
葬
と
し
て
執
り
行
わ
れ
、

多
く
の
関
係
者
が
参
列
し
そ
の
死
を
悼
ん
だ
。 

    

昭
和
20
年
６
月
18
日
未
明
、
米
軍
の
Ｂ
29

爆
撃
機
89
機
が
四
日
市
を
急
襲
し
た
。
焼
夷

弾
１
１，
２
７
２
個
が
市
街
地
に
投
下
さ
れ
、

多
く
の
死
傷
者
を
出
し
、
市
街
地
は
壊
滅
状

態
に
追
い
込
ま
れ
た
。 

夫
の
死
後
、
ブ
ン
は
京
都
を
離
れ
、
こ
の

頃
四
日
市
に
居
住
し
て
い
た
。
３
人
の
男
子

に
先
立
た
れ
、
末
子
を
戦
争
に
取
ら
れ
、
時

折
訪
ね
て
く
る
高
力
の
弟
子
達
と
の
思
い
出

話
を
何
よ
り
の
楽
し
み
と
し
て
い
た
ブ
ン
は
、

戦
局
の
悪
化
と
と
も
に
夫
の
遺
品
を
庭
の
土

中
に
埋
め
、
何
と
か
護
り
た
い
と
考
え
て
い

た
が
、
爆
撃
の
す
さ
ま
じ
さ
は
ブ
ン
の
願
い

を
空
し
い
も
の
に
し
た
の
で
あ
る
。 

明
治
か
ら
大
正
、
そ
し
て
昭
和
初
期
に
か

け
て
の
高
力
の
資
料
と
ノ
ー
ト
は
、
こ
の
時

灰
燼
に
帰
し
た
。
そ
れ
は
日
本
の
機
業
史
を

辿
る
う
え
に
も
大
き
な
損
失
で
あ
っ
た
。 

―
エ
ピ
ロ
ー
グ 

＊
本
稿
の
記
載
内
容
は
『
桐
生
織
物
史
』『
桐

生
市
史
』
な
ど
既
存
の
資
料
と
相
違
し
て

い
ま
す
。 

森
山
芳
平
と
そ
の
業
績
に
つ
い
て
は
亀
田

光
三
『
桐
生
織
物
と
森
山
芳
平
』（
平
成
13

年
、
み
や
ま
文
庫
）
に
詳
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　（
文
責
／
福
井
商
工
会
議
所
　
奥
山 

秀
範
） 


